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ユ リ科 の 分類 の 最近の 歩み

一 と くに分 岐分類学， 分子系統 学か ら の 影響 を中心 と して

田　 村　　　　 実

　（大 阪市立 大学理 学部）

　 ユ ］J科 Liliaceaeの 分類 は，こ の 20年間 で 二 度の 転機

を 迎 え た．一
つ は Dahlgren 　et　aL （1985） の 分岐分

類 に よる もの で ， もう一つ は Chase　et 　al ．（1995）の

rbcL の 分子系統 に よる もの で あ る．

　 以 前 か らユ リ科は オ モ ダ カ科 Alismataceaeな ど と

ならん で単子葉類 の 中で 原始的な グル
ープ と考 えられ て

きた．それ は ユ リ科が 単子葉類 の 祖先的な形質で特徴づ

け られ て きた か らで ある．ユ リ科は基本的 に は放 射相称

で 3 数性 の 花 を もつ ．花 は 各花輪 の 欠落 の ない 両性 花

で ， 花被片 は鱗 片状 に な らず ， 葯は 4 室で ス リッ トに よ

り裂 開し，子房上 位 の もの が 多い ．ユ リ科 に 近 縁 な科 は

明 らか に特殊化 した 特徴 に よっ て ユ リ科 と区別され て き

た．た とえば ， 子房下位 で しば しば散形状 の 花序をもつ

ヒ ガ ン バ ナ科 Amaryllidaceae ，花被片が 鱗片状 の イ

グサ科 Juncaceae， 子 房下位で 内輪 の 雄 蕊が退 化す る

ア ヤ メ 科 lridaceaeな どで あ る．また，花は 単性 ， 半

葯 は 癒 合 し， しば しば つ る性 の サ ル トリ イバ ラ群

Smilax−group ，同じく花 は単性 だ が 木本性 の リュ ウゼ

ツ ラ ン 群 Agave−group ，腐生植物 の サ クラ イソ ウ群

Protolirion−group などの 特殊 な植 物 も人 に よ っ て は ユ

リ科 か ら区別 し て きた．こ の ように ＝ L　］J科 は単子葉類の

祖先形質 で まとめ られ た側系統群的 な コ ア グル
ープ なの

で あ る．

　祖先形質で ま とめ られ た 側系統群的な コ ア グル
ープ は

分 岐分類 に よる と細分化 され る 運命に あ る．分岐分類 で

は共有派生形質の み が 分類群を規 定し，祖先形質は分類

群 を規定 しな い か らで ある． Dahlgren 　et　al．（1985 ）
は 形態学的特徴 ， 解剖学的特徴 ， 胚発生学的特徴 ， 化学

的特徴な どを用 い て単子葉類 を分岐分類学的に解析 した

の だ が （デ ータベ ー
ス は Dahlgren ＆ Clifford（1982）

に 収め られ て い る）， その 結果 彼 らは Krause （1930 ）

の ユ リ科 を29科 に細分 して い る．し か し， そ の 29科 の

中に は，ウウ ゥ ラ リア科 Uvulariaceaeの よ うに共有派

生形質を もた な い 科 ， すなわ ち側系統群的な科 も含 まれ

て い る．あるい は Dahlgren　 et　al．もユ リ科 の 更な る 細

分は望ん で い な か っ た の か もしれ な い ． Dahtgren　et

al．（1985）の 科 の 大 きさに つ い ては ， ヒ ガ ン バ ナ科，

アヤ メ 科 ， サ ル トリイバ ラ科 Smilacaceaeな ど，従来

の 特殊化 した ユ リ科 の 近縁 科 と大差 ない ように設定さ れ

て い る よ っ で ある．

　 ラ ン ク の 問題 か ら類縁 関 係 に 視 点 を移 して も，

Dahlgren　 et　 al．の シ ス テ ム は た と え ば Krause

　（ユ930 ） の もの と は い ろ い ろ と異 な っ て い る．そ の代

表的 な もの が ユ リ目 Lilialesの ウ ウ ゥ ラ リ ア科 で あろ

v ．ウ ウ ゥ ラ リア科 は花弁状 の 花被片 を もち， 花被に密

腺が あ り，内乳は 多核細胞 の まま で終 り，茎に は導管が

な く （ホ トトギ ス属 Tn
’
cyrtis は 例外 ），

シ ュ ウ酸塩 束

晶を欠き，葯は 外向裂開 で ，

一
次胞原細胞 primary

archesporial 　 ce11 は 壁 細 胞 parieta］ cell を切 り 出さ

ず ， 地下茎は球茎や鱗茎 に 発達 せ ず ， 葯隔 は葯の 先端を

包まず， コ ル ヒ チ ン ・ア ル カ ロ イ ドをもた な い と い う特

徴をもつ ．そ して こ の 科 は Krause （ユ930）の シ ュ ロ ソ

ウ亜科 Melanthioideaeの ウウ ゥ ラ リア属 砺 ％〜α癜 ，

シ ェ ル ハ ム メ ラ属 Schelhammera
， ク レ イシ ギ ア属

Kreysigia ， ホ ト トギ ス 属 と クサ ス ギ カ ズ ラ 亜 科

Asparagoideaeの チ ゴ ユ リ属 Disporzam ，
ツ バ メ オ モ

ト属 Ctintonia， タケ シ マ ラ ン 属 StrePtopκs とで 成 り

立 っ て い る．しか し， Krause の シ ュ ロ ソ ウ 亜 科 の ほ

か の メ ン バ ー
は Dahlgren　 et 　 aL の シ ュ ロ ソ ウ 目

Melanthialesシ ュ ロ ソ ウ科 Melanthiaceaeと ユ リ 目

コ ル ヒ クム 科 Colchicaceaeに含 まれ，　 Krause の クサ

ス ギカズ ラ亜科 の ほ か の メ ン バ ー
は Dahlgren　 et 　aL の

ク サ ス ギ カ ズ ラ 目 Asparagalesク サ ス ギ カ ズ ラ科

Asparagaceae， ナギ イ カ ダ 科 Ruscaceae， ス ズ ラ ン

科 Convallariaceae，ル ズ リア ガ 科 Luzuriagaceae
，

ヤ マ ノ イ モ 目 Dioscorealesエ ン レ イ ソ ウ科 Trillia−

ceae とユ リ目ユ リ科に 含まれ る．す な わ ち両者 の 見解

は 著 し く異 な っ て い る の で あ る。 こ の 相違 は
， Krause

が 果実形態 を重視 した一方， Dahlgren　et　al．の 分岐分

類 で は 果実形態 の ホ モ プ ラ シーが 認め られ た こ とに も
一

部 よる．そ の 結 果 Dahlgren 　et　al．の ウウ ゥ ラ リア科

は繭果 と液果 の 両方を含む こ と に な っ て い る．

　私 自身の 見解は基本的に は Dahlgren　et　aL （1985）
の 見解に 似 て い る。私 自身， 胚発生様式，蜜腺 の 位置 ，

シ ュ ウ酸塩 束晶 の 有無 ， 葯の 裂 開方向な どの 特徴は 広義

の ユ リ科 を分類する上で重要 だ と考えて い る か らか もし

れ な い ．しか し， 細部に関 し て は 私 の 見解 は Dahlgren
et　aL の 見解 と 必ず しも

一
致 しな い ．た とえ ば，私 は ホ

一 27 一
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RUNEMARK 図1．Ro ］f　M．　T ， 　Dahlg
n の悲報を伝え る 　　　新聞記事（Klaus　Kubitz

　 fi 授 提 供） ． ト トギス属と ツ バ メオ モ
ト

属 は 狭

の ユ リ 科に， タ ケ シ マ ラン属とプ ロサルテ ス属Prosar
s （ 北 米 産 チ ゴ ユ リ 属）はカロコルトゥス科Calochor

ceae に そ れ ぞれ 含 め た方 がよ い と思
っ

ている（Tam
a

，
1995 ） ． ま た ， ウウ ゥ ラ リ ア科 とコ ル ヒク

科と の 境界 も は っ きり

しな いと思 っ て い る． 　おもしろいことに，Dahlgren 　 e

@al ． のチゴ ユリ 属と ウウゥラリ ア 群 ひ砌 〜α 癜 一 g

up と の類縁 はすでに百 年 以上も前にBentham ＆ Hoo

r （ 1883 ＞によ っ て 指 摘 さ れている．これ は彼

が 葯 の 裂開 方向を 重視 して いた から かも しれない．いずれ．にし

も， Dahlgren 　 et aL の システ ムは ヨ ー

ッパで は よく受け入れられ て い て，私が 1991 年12

にキ ュ ー 王 立 植 物 園 を 訪れ た 時 に は 標本 はこ の シ

テ ムに 従 っ て す で に 再 配列 され てい た。たいへん残念な ことに，Da

gren 　 et　aL（ 1985） の主著者，Rolf 　M． 　T ．　Da

gren は1987 年 2 月ユ

    通事故で他 界 し た〔図1）． 　 1980 年
代

後 半か

1990 年 代前 半 にかけ ては，ユリ科 の いろ い ろな属 の再

討 revision が出版され ，ユリ科 の分 類 に

き く 貢 献し た 時 期でも ある，た とえ ばマ イ ヅ ルソ ウ属M αian

emum ， ユ キザサ属Smiiacina に関しては，LaFrankie（1

4 ，1985a ，b，1986a ，b）、 Hara （ 1987 ），　L

i1990 ）などがそうであ り ， 1960 年 代後半か

1970 年 代 前 半の 河 野 ち の研究以 来， 飛躍 的 に そ

実体 が 明らか に なった ．し かし，今後 に 課 題を残 して

る再検討も 多 い ． た と え ば ， チ ゴ ユ
リ 属はHara （

88 ）によ って研究されたが ，DisPorZtmc αntoniense 　 Merrill 　 − e

　 D ． 　 c α lcaratum 　D． 　Don はまだ

ヘテロなものの寄 せ 集め だと思 う し， トゥピストラ属 TuptS

a は Huang ＆ Li （ 1990 ）によって研究 さ れ たが ，

ニオ スキファ属 GonioscyPha とトリカリ スト ラ 属 T

caiistra がトゥピ スト ラ 属 に含 まれ るのか どり

かに 対 す る明確な意見は出され て いない ． 私 も若干ア マ ドコロ属Po

gonatum を調べたが（Tamura ， 1990 ， 1991
1993 ，1997 ）

ア マ ド コ ロ 節 内の類 縁 関係 は まだ は っき り してい

い ． 　 ま た ，こ の 20 年 間 に は ユ リ 科 の分 類

大きく貢 献 する 植 物誌もい くつか出版さ れている．とく に中 国

物 志（Wang ＆ Tang ，1978 ，1980）， 　FloraMalesiana（

ssop，1979 ），　Flora 　 of 　 Austr

ia （George ， 1987 ）はその代表である．し かし，

ssop はペリオサン テ
ス属Peliosanthes を単型 属

みなす（Jessop ， 19

＞など，独特 の 種 概念 をもって お り
，今 後検 討 が 必要 で あ

う ． 　 1993 年7 月18 日〜23日にキュー 王立 植物園で催さ れ た国

シン ポジウム“Monocotyledons ： Systemati

and 　Evolution”での講演に 基いてまとめ られた2冊か ら

る本　“Monocotyledons ：Systematics 　andEv

ution ” （ Rudall 　 et 　 al ．， 199

jもユリ科の分類に 大きく貢献したと 私は思っ て いる．と く に， そ の中

Chase 　 et　al．（1995 ）の rbcL の分子系統の論

は重 要 で ，この論文 が ， Dahlgren 　 et 　

（ユ

5 ） 以来 ， ユ リ科の分類の 歴 史 に 最大の 影響を与え

と私 は 思 ってい る ． 　ユ リ 科の分子 系 統学 的研究

，私 の知 る 限り ， 葉緑 体 DNA
の制限 酵 素 地図に よ

も のと rbcL の 塩基配列に よ るものにまだ 限られている．前 者は

内の種間 関 係を 知 り た い 時 に用いら れ ， チゴユリ属（ Shinwa

　et　aL ， 1994a ） ，エ ン レイソウ属丁ガ〃
伽

〃z（Kato

et 　 aL ， 1995a ）， アマ ドコロ属 （Tam

a 　et

aL ，
1997

） が 調 べら れてきた カ   い ずれも近 縁 種 間の 関
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れ て い ない ．後者は属間関係や 科間関係 などを知 りた い

時 に 用 い ら れ
， 大 きな成 果 を上 げ て き た ． こ れ は

Chase　et　al．（ユ993），　Duvall　et　al．（1993＞に端 を

発 し，そ の 後， Shinwari　 et　al．（1994　b
，
c ），

　 Kato

et　al．（1995　b ）に よっ て 研 究 さ れ，172属 の 単子葉類

を解析 した Chase　et　al．（1995 ）｝こ至 っ て い る．

　 Chase　et　al．（1995＞自体は 分子系統 の 論文 で ， 正

式 には分類群を取 り扱 っ て い ない が
， 多くの 分類学的示

唆を与えて い る．もし， 単系統群 の み を分類群 と み なす

ポ リ シ
ー

で Chase 　et　al．に従 っ て ユ リ科 を分 類 すれ

ば ，そ れ は Dahlgren 　 et　al．（1985 ＞よ り さ ら に細分

される こ とに なるだ ろ う．

　 ア ン テ リ ク ム 科 Anthericaceae は そ の よ い 例 で あ

る． Dahlgren　 et　al ．（1985）は ア ン テ Ll ク ム 科が 異質

な も の の 集 ま り で ある 可 能性 を指 摘 し て い る し，

Chase　et　al．（1995 ）に よっ て それ は裏付 けられ て い

る．しか し， もし rbcL の 分 子系統 の 単系統群 を分類群

とすれ ば
，

ア ン テ リクム 科は徹底的に 細分され ， 中には

外部 形態 で は 識別 しに くい 分類 群 も含 まれ る こ とに な

る．ア ン テ リ ク ム 科 が 多系統群 な ら ば そ れ は 仕 方な い

が ， 側系統群 の場合は考慮 の 余地 が ある と私 は考 え て い

る．

　 シ ュ ロ ソ ウ科 の 場合 も同様である．Dahlgren　et　 al．

（1985）の シ ュ ロ ソ ウ 科 は 外部 形態や染 色体 か ら 二 つ

の グ ル
ープ に 分 け られ る （Tamura ，1995 ；Goldblatt，

1995）．こ れ ら の うち，シ ョ ウ ジ ョ ウバ カマ ・グル
ー

プ

HelonioPsis−group が ユ リの近 くに位置する こ と は い い

の だ が ，問題 は キ ン コ ウ カ ・グ ル
ー

プ Narthecium
・group で あ る ．こ の グ ル

ー
プ は ，　 rbcL の 分 子 系統樹

で は単子葉類 の 根元辺 りで分岐 し， しか も根元 から の 塩

基置換数 も少な く， Thorne （1992）の 言 うように ま

さに 原始的単子葉類 の メ ン バ ー
で あ ると考え られ る、し

か し，少 な くともプ レ
ー

アes　Pleeaは ほ か の キ ン コ ウ

カ ・グル ープ の 分 岐 群 に は 入 らず ， キン コ ウ カ ・グル ー

プ は rbcL の 分子系統 樹 で は単 系統 に な らな い の で あ

る．

　現段階で は，私 は 「
原始的 な コ ア グル

ー
プ の場合，側

系統群 を分類群 とみ な して もよい 」 の で は な い か と思 っ

て い る．そ フ で な い と同定 に 苦 しむ科 が い くつ もで きる

こ と に なる．また
， 原始 的な コ ア グル

ープ は大昔は単系

統群 だ っ た か もしれ な い ．そ こ か ら い ろ い ろな植物群が

派生して い く
一

方 ，
コ ア グル ープ は あまり形を変えずに

原始 1生を留 め た と も考 え られ る．大昔 の 分類群が ， あま

り形 も変え て い な い の に ，
い つ の 間に か 分類群 と は み な

され な くなっ て しまっ て い る とは思 い た くない ．

　次 に ， Chase　et　al．（1995）の 描 い た分岐図 自体に

話を移す と，そ の トポ ロ ジ
ー

の骨組は形態，胚発生や染

色体 の 特徴 と比較 して み て も納得 で きる部分 が 多々 あ

る．しか し，そ の トポ ロ ジ
ー

の 細部 に 関 して は 理解 で き

な い 部分 も多い ．た とえば ， ヤ ブ ラン 属　LirioPeとペ リ

オ サ ン テ ス 属 は Chase　 et 　 al ．（1995 ） の 分岐 図上 で は

離れ て位置 づ けられ て い るの で あ る が ， こ れ ら 2属 と ジ

ャ ノ ヒ ゲ 属 OPhioPogon は，未熟な果実が 破裂 して種

子 が 露出し て 成熟する とい う独特 の 特徴を有する上に ，

x 　
＝・

　18の 類似 した核型 をもち，ど う考 えて も互 い に近縁

なの で あ る．近縁属間 の 関係 は
， もう少 し進化速度 の 速

い 遺伝子 の 塩 基配列 を解析 して ， 再検討 す る 必要が ある

だ う つ．

　最 近，形態 の 分岐図 に 加 えて い ろ い ろな遺伝子の 分岐

図が 出され つ つ あ る．そ して こ れ らは 「情報量は 多い 程

よ い
」 とい うポ リ シ

ー
の 下 で しば しば

一
つ の 分岐図に ま

とめ られ る．確か に お の お の の分岐図の ズ レ は情報量不

足 か ら くる 歪 み なの か もしれ な い ．しか しそれ らの ズ レ

には生物学的意味 が あ る可能性 もある．い ろ い ろな分岐

図を注意深 く比較研 究して 分類はな されなければ ならな

い ．分岐図が ある程度出そ ろ っ た今，ユ リ科 の 分類は大

切 な時期に さ しか か っ て きた．
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